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論文内容の要 旨

鉄，コパノレト， ニッケノレ， パナジウムを含む銅マンガンおよび金マンガン合金のマンガンの

ESR ライン巾の厳密測定を1.4 0K から 200 0K の温度領域にわたり，且つ 0.05 at %から1.5at 

%の濃度領域にわたって行った。磁性不純物によるマンガンスピン緩和は，磁性不純物による伝

導電子の s-d 散乱によって非常によく説明できることが示された。 またこの実験によって銅中

のコパノレトは，高い近藤温度を持つ s-d バウンド状態にあることが明らかになった。 TミTk に

おける s-d 散乱は第 1 ポノレン近似によって説明できる。 T 三三 Tk における散乱のふるまいは，

スーノレ，近藤の理論によって議論された。

論文の審査結果の要旨

銅，銀，金などの貴金属に不純物として鉄などの磁性原子を少量加えたときに，合金の電気抵

抗はある温度で極小値を示し， それ以下の温度では逆に増加する現象は近藤氏によって s-d 散

乱として見事に説明され近藤効果とよばれている。小田君はこの散乱のうちのスピンの反転を伴

うもののみを取り出してしらべるために ESR の方法を用い，銅ーマンガンー鉄および銅ーマン

ガンーコパノレトの三元合金による研究を行なった。

その結果，鉄およびコパノレトによるスピン反転散乱の確率を分析し，近藤効果が高温でおこっ

ていると考えられるコバルトについて，低温でのふるまいが電気抵抗の温度変化とは全く異なっ

た様相を示すことを見出した。これを最近発展されたスーノレ，近藤の理論と比較して議論し，こ

の問題についてオリジナノレな知見を得ている。このようにスピン反転散乱をよりわけで実験的に

求めたのは特筆に値するものである。
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